
 

狭山市告示第 １３９ 号 

 平成１７年狭山市告示第２７２号（建築基準法による中間検査に係る特定工

程等の指定）の一部を次のように改正し、平成１９年６月２０日から施行する。 

 改正後の告示の規定は、同日以後に建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。

以下「法」という。）第６条第１項の規定により確認の申請書を提出する建築物、

法第６条の２第１項に規定する確認を受けるための書類を提出する建築物及び

法第１８条第２項に規定する計画を通知する建築物について適用し、平成１８

年１月１日から平成１９年６月１９日までの間に法第６条第１項の規定により

確認の申請書を提出した建築物及び法第６条の２第１項に規定する確認を受け

るための書類を提出した建築物で、改正前の告示の規定による中間検査の対象

となるものであり、かつ、当該中間検査を受けていないものについては、改正

前の告示の第１号から第７号までの規定による。 

  平成１９年 ５月２８日 

                   狭山市長  仲 川 幸 成 

 

 前文中「第７条の３第１項」を「第７条の３第１項第２号」に改め、第６号

を削り、第７号中「及び法」を「、法」に改め、「書類を提出する建築物」の下

に「及び法第１８条第２項に規定する計画を通知する建築物」を加え、同号を

第６号とし、第８号中「中間検査を」を「当該中間検査を」に改め、同号を第

７号とする。 

 


